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tを正の数とし，次の条件 (A)，(B)によって定まる xの 3次式を f(x)とする。

(A) 曲線 y = f(x) · · · (1)は直線 y = x · · · (2)の上の 2点 P (−t, −t)，O(0, 0)を
通る。

(B) f ′(0) = 0，f ′′(0) = 2

さて，曲線 (1)と直線 (2)との交点のうちで，x座標が最大のものをQとし，曲線 (1)

の点 Oから点 Qまでの部分と，線分 OQとで囲まれた領域の面積を S(t)とする。こ
のとき， lim

t→∞
S(t)を求めよ。


